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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 映像を用いた情報提示技術は、高度化・大容量化する情報技術の利便性を支えるヒューマンインタ
ーフェイス技術として重要である。今後の発展が期待される技術として、本論文では自然な立体感を
持つ三次元表示技術と、何もない空中への映像形成技術に注目している。立体表示は、三次元的な構
造を持つ情報の直感的な理解を助けることができる。また、空中映像の形成は、表示デバイスを感じ
させないために現実感を向上させ、さらにジェスチャー認識技術の導入により、三次元像に対して直
接手で操作するようなインターフェイスが実現できる。 
 本論文では、歪みが少なく低コストで実現できる空中映像の形成技術として、ルーフミラーアレイ
による新たな光学系を提案している。ルーフミラーアレイは、直交した 2 枚の鏡からなるルーフミ
ラーを多数配列した構造を持つ。点光源から広がる光をルーフミラーアレイに照射すると、特定の光
線方向成分に関して再帰性反射の原理に基づいて集光することができる。通常のディスプレイに画像
を表示したものを光源とすると、空中映像が形成される。本論文では、ルーフミラーアレイによる空
中結像に像の歪みが発生することを見出し、それを補正する光学系の構成を提案している。シミュレ
ーションと光学実験により空中像形成と歪み補正の効果を確認している。 
 さらに、裸眼で自然な立体感が得られる体積走査型ディスプレイの検証を行っている。この手法は、
空中像を光学的手法により高速で移動させ、それに同期して画像を変調することにより、残像効果で
三次元像を形成する。これまでの体積走査型ディスプレイでは、走査機構における開口の大きさの制
限のために画像サイズの拡張が困難であった。本論文では、開口の大きな走査光学系の実現のために、
回転ミラーや回転プリズムシートを用いた新たな走査機構を提案し、実際に空中三次元ディスプレイ
を試作して実験的に有効性を確認している。特性評価や従来手法との比較を行い、提案手法が画像サ
イズと観察可能角度の拡張や、像の歪みの低減に関して優れていることを明らかにしている。 
 以上のように、本論文は、歪みがなく裸眼で自然な三次元像を観察できる空中表示に関して、新し
い実現手法を提案し、さらに理論的考察やシミュレーション、実験などから多面的に検証を行ってい
る。本論文の研究成果は、光工学および情報工学の発展に対して大きく寄与するものである。よって、
本論文の著者は、博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
